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1. はじめに 

 東日本大震災による福島県原子力発電所の事

故以来，放射線に関して誤った情報が見受けられ

るようになり，これまで以上に正しい理解が求め

られるようになった．すなわち，放射線科学に関

する最低限の教育が，普通教育の中で必要不可欠

であるといえる．そこで，実線源を用いた放射能

の計測が重要な実験の１つになると考えられる． 

しかし，非密封の放射線源は，汚染や廃棄の問

題により限られた施設でしか扱えないため，一般

的な学校では使用できない．天然に存在する放射

性核種を用いた実験が一部の学校で行われてい

るが，半減期計測に適した短寿命の子孫核種を天

然に存在する親核種から分離して利用すること

は簡単ではない．また，市販の半減期が短い放射

線源では，輸送または保管中の減衰に関する観点

から，実験教材としては実用的ではない．そこで，

短半減期核種を製造できるジェネレータを密封

（カプセル）化することで，汚染および廃棄の問

題がなく，目的の放射性同位元素を半永久的に利

用することができる，これまでにない「密封機能

線源」を開発した[1]．これを用いることで，放

射能の計測や減衰を実感できる実験を施行でき

ると考えられる． 

2. ターゲット等 

1) 特徴：放射能の減衰現象を用いた実験から半

減期を理解する． 

2) 想定対象：中学生以上 

3) 想定実施場所：学校の授業，実験 

4) 準備物：提案する放射線源，放射線検出器（シ

ンチレーションサーベイメータ） 

4. 説明および実験の流れ 

 1)【説明1】放射線と放射能：放射線は線源から

「放出される粒子（粒子線）または波（電磁

波）そのもの」，放射能は放射線を「放出す

る能力」であることを説明する． 

2)【実験1】ジェネレータで短半減期核種を分離

後，経時的に放射能を計測する． 

3)【実験2】計測結果から放射能－時間曲線をグ

ラフに描き，半減期を算出する． 

4. 創意工夫点 

・新しい密封線源の開発および概念の提案 

・安全で汎用性が高い 

・基本的な言葉・現象に関する実験学習 

5. まとめ 

 放射線教育に活かせる実験道具として，世界で

初めてカプセル化ジェネレータを開発した．一般

の教育施設において，これまでできなかった実験

の実施を可能にすることが期待される． 

一般の方は，放射線に関する知識の不足と歴史

的な背景から，「放射線は怖いもの」と過剰な拒

絶反応をしてしまいがちである．提案する放射線

源を用いた実験を通して，最低限の教育を受ける

ことで，これまで未知なものであった放射線につ

いて考える機会ができ，正しい理解に役立つに違

いない．さらに，生徒が放射線に興味をもつきっ

かけになることを目的とすることで，学校教育の

現場で受け入れやすい教材になる上，これからの

放射線分野のさらなる発展につながると考えら

れる． 
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